
清
澄
庭
園
は
両
国
の
南
、

隅
田
川
に
近
い
所
に
あ
る
。

元
々
は
紀
伊
國
屋
文
左

衛
門
の
屋
敷
の
あ
っ
た
所
。

後
に
大
名
の
下
屋
敷
と
な
っ

た
。
明
治
に
な
り
荒
廃
。

そ
こ
を
三
菱
財
閥
の
総
帥

岩
崎
彌
太
郎
が
買
い
取
っ

た
。関

東
大
震
災
で
は
避
難

場
所
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
た
。
震
災
の
翌
年
、

岩
崎
家
は
庭
園
の
東
半
分

を
東
京
市
に
寄
付
。
こ
れ

が
清
澄
庭
園
。
残
り
半
分

は
後
に
東
京
都
が
買
収
。

清
澄
公
園
と
な
っ
た
。

庭
園
に
は
隅
田
川
か
ら

水
が
引
か
れ
て
い
る
と
云

う
。
池
に
は
黒
く
羽
の
後

縁
だ
け
が
白
い
金
黒
羽
白

と
い
う
小
型
の
鴨
が
多
数
。

他
に
も
色
々
。
亀
が
、
石

の
上
で
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
。

森
で
は
ツ
ツ
ピ
ー
ツ
ツ

ピ
ー
と
の
四
十
雀
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
る
。

都
心
に
近
い
か
ら
か
、

多
数
の
外
国
人
観
光
客
が

訪
れ
て
い
た
。
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清

澄

庭

園東
京
都
江
東
区
清
澄

二
〇
一
九
年
四
月

来
週
は
休
み
ま
す

キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ

し
じ
ゅ
う
か
ら

天
皇
退
位
、
改
元
で

｢

十
連
休｣

と
浮
か
れ
た
報

道
。
し
か
し
、
交
通
や
サ
ー

ビ
ス
業
等
で
働
く
人
は
休

め
な
い
。
長
期
休
暇
だ
か

ら
と
派
遣
の
雇
い
止
め
。

全
く
有
難
く
な
い
狂
騒
曲
。

手
の
ひ
ら
を
返
す
よ
う
に

日
本
は
中
国
侵
略
、
対

米
戦
争
で
、
各
国
に
多
大

の
損
害
を
与
え
、
多
数
を

殺
傷
。
日
本
の
兵
士
も
死

地
に
。
第
二
次
大
戦
終
了

時
、
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
殺
、

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
は
処
刑
。

日
本
で
は
現
人
神
、
昭
和

天
皇
の
命
令
で
戦
争
に
駆

り
出
さ
れ
た
の
に｢

人
間

宣
言｣

で
責
任
は
不
問
。

も
し
、
天
皇
の
責
任
を

問
え
ば
、
天
皇
の
権
威
を

笠
に
着
て
国
民
を
戦
争
に

駆
り
立
て
た
連
中
の
責
任

も
問
わ
れ
る
。

｢

鬼
畜
米
英｣

と
云
っ
て

い
た
連
中
が
手
の
ひ
ら
を

返
す
よ
う
に
米
占
領
軍
に

尻
尾
を
振
る
の
は
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
と
っ
て
都
合
の
良
い

事
だ
っ
た
。

そ
れ
以
来
、
日
本
で
は

ト
ッ
プ
の
無
責
任
が
常
態

化
し
て
い
る
。

改

元

で

｢

天
皇
が
替
わ
れ
ば
元

号
は
変
わ
る
も
の｣

と
思

う
国
民
は
多
い
。
そ
れ
に

乗
じ
て
ア
ベ
は
全
て
の
リ

セ
ッ
ト
を
狙
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。｢

モ
リ
カ

ケ
改
竄
、
東
日
本
大
震
災
、

福
島
原
発
事
故
等
を
全
て

忘
れ
さ
せ
る
事
。
戦
前
の

よ
う
に
天
皇
を
担
い
で
国

民
に
文
句
を
言
わ
せ
な
い

政
治
の
復
活
」
を
。

改
元
で
書
式
の
改
訂
、

判
子
作
り
、
ソ
フ
ト
改
修

等
に
か
か
る
費
用
は
無
駄
。

こ
の
際
、
公
的
書
類
は
全

て
西
暦
と
し
、
今
後
、
元

号
変
更
に
か
か
る
費
用
を

ゼ
ロ
と
し
た
方
が
良
い
の

で
は
？

改 元 で 全 て を リ セ ッ ト ？ ！

あ
な
た
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


